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INTR は ロロ ロリ ロビ TIOMN 


出 彰 彦 宇 宙 飛 行 士 の 国際 宇宙 ステ ーション 

で の 長期 滞在 が 、 ま も な く 2 カ 月 を 迎え ます 。 

この 間 、 日 本 人 宇宙 飛行 士 と し て 初め て 宇宙 

ステ ーション 補給 機 [「 こう の と り 」 の 結合 作 
業 に 携わり 、「 き ば ぼう] 日 本 実験 棟 で | 水棲 生物 実験 装置 」 
や 「 小 型 衛星 放出 機構 」 を 使っ た 実験 も $ 始 まり ま し た 。 高い 
信頼 性 を 誇る 国産 ロケ ッ ト と 物資 輸送 船 、 未 来 を 探る 人 工 
衛星 や 探査 機 、 軌 道上 の 実験 室 一 一 。 日 本 は 数 を 々 の 宇宙 技 
術 を 獲得 し て きま し た が 、 その 歴史 は 半 世 紀 以 上 前 に さか 
の ぼり ます 。 巻頭 特集 で は 開所 50 周 年 を 迎え た 内 之 浦 宇 
宙 空 間 観 測 所 と 能代 ロケ ッ ト 実 験 場 を 取り 上 げ 、 関 係 者 に 
イン タビ ュー。 宇宙 開発 を 支え を て きた 道のり を 、 ロ ケッ ト 
開発 の 父 ・ 糸 川 英夫 氏 の エピ ソー ド も 交え て ご 紹介 し ま 
す 。 そし て 、 忘 れ て は な ら な い の が 中 小 企業 の モノ 作り 力 。 
「 は や ぶ き 」 プ ロジ ェクト を 支え た の が 数 百 
社 の 中 小 企業 で あっ た よう に 、 宇 宙 べ の 
チャ レン ジ は 皆さん の 町 に ぉ ある 町 
工場 で 続い て いま す 。 今回 [宇宙 
に 飛び 出す メイ ド ・ イ ン ・ ジ ャ 
パン 」 に 登場 する の は 、 家業 の 
工場 を 継い で 宇宙 分 野 へ 乗り 出 
し た 気鋭 の 若手 経営 者 .」「 は や 
ぶさ 2 1 に か か わる 技術 $ 出 て き 
ます の で お 見 逃し な く 。 さ て 、 
今年 の 中 秋 の 名 月 は 9 月 30 日 。 
お 月 見 の 前 に 大 阪 大 学 の 佐伯 
准 教 授 の 解説 で 、 月 周回 衛星 
「 かぐや 」 の デー タ が 明らか に 
し た 月 の 科学 の 最前 線 を お 届け 
し ます 。「 か で ぐ や 画像 ギャ ラリ 
ー」 で は 美しい ハイ ビジ ョ ン 映 
像 を ご 覧 いた だ け ま す の で 、 こ 
ちら の お 月 見 も 合わ せ て お 楽し 
みく だ きい 。 
@http://wms1.wms.selene. 
直 AFNS.1ea812X9.1D/ Sel6fG_ 
viewer/ 
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ONTENT 戸 


「4 年 前 に 比べ て 


星 出 彰彦 宇宙 飛行 


特集 
内 之 浦 宇宙 空間 観測 所 能代 ロケ ッ ト 実 験 場 
宇宙 へ の 窓 を 開い た 半 世 紀 
的 川 泰 宣 JAXA 名誉 教 授 ・ 教 育 広 報 アド バイ ザー 

元 ・ 鹿 児島 宇宙 空間 観測 所 所 長 
高野 雅紀 JAXA 名 誉 教授 、 元 ・ 能 代 ロ ケッ ト 実験 坦 場 長 
秋葉 鏡 二 郎 - 宇 宙 科 学研 究 所 所 長 
峯 杉 賢治 内 之 浦 宇宙 空間 観測 所 所 長 
安田 誠一 能代 ロケ ッ ト 実 験 坦 場 胡 


と こま で 分 か っ た ? 新た な ナゾ は ? 


月 の 起源 と 進化 


人 
大 阪 大 学 大 学院 理学 研究 科 宇宙 地球 科学 専攻 准 教授 


高度 400km を 目指 し 合体 せよ ! 
「 こ と う の と り 」 


日 本 の 空 、 世 界 の 空 を 、 安 全快 適 に 結ぶ 
次 世代 運航 シス テム 
「DREAMS」 プ ロジ ェクト 

張 侍 正敏 


DREAMS プ ロジ ェクト チー ム プロ ジェ クト マネ ー ジ ャ 


株 式 会 社 由紀 精密 
東成 エレ クト ロビ ー ム 株 式 会 社 


宇宙 の 平和 利用 と 
国際 協力 を 推進 する た め に 


堀川 康 技術 参与 、 国 連 宇宙 空間 平和 利用 委員 会 議長 


宇宙 広報 レポ ー ト 
ペン シル ロケ ッ ト 鑑 定 団 が ゆく ! 


阪本 成一 呈 宙 科学 研究 所 教授 / 宇 宙 科 学 広報 ・ 普 及 主幹 


JAXA 最 前 線 


CLOSE-UP 
ニコ ニコ 生放送 
「JAXA 宇 宙 航 空 最前 線 」 を 見 よう ! 


表紙 : 「 き ぼう ] 日 本 実験 棟 船内 実験 室 の 清掃 を 行う 星 出 彰彦 
宇宙 飛行 士 (画像 提供 JAXA/NASA) 


日 本 時 間 7 月 17 日 午後 4 時 23 分 、 国 際 宇 宙 ス テー ショ ン (ISS ) へ 入室 し た 星 出 彰 彦 宇 宙 飛 行 士 は 
「 き ば ぼう] 日 本 実験 棟 へ “里帰り "し た 感激 を 、 ツ イッ ター で そう 伝え まし た 。 続く 28 日 に は 
宇宙 ステ ーション 補給 機 | こう の と り 」 3 号機 が ISS に 無事 結合 。「 水棲 生 物 実験 装置 」 や 

「 小 型 衛星 放出 機構 ] な と の 実験 装置 が 運び 込ま れ 國 
宇宙 実験 か ら ISS 設 備 の メン テ ナ ン ス 作業 まで 

忙し くも 充実 し た 日 々 が 始ま っ て いま す 。 


7 月 28 日 午後 5 時 必 
23 分 「 こ う の と 必 
り |3 号 機 に 一 
番 乗 り 


8 月 6 日 「 き ぼう | ロボ ッ ト ア ー 
ム を 操作 し 、「 こ う の と り ] 3 、 日 
Ede 号機 の 暖 露 パレ ッ ト を 、 船 8 月 1 日 自身 を 被験 者 と し た 実験 活動 と し 
者 議 外 実 験 プラ ッ ト フ ォ ー ム て 、NASA の 統合 的 心血 管 実 験 の 一 環 
に 取り 付け 完了 で 、 体 に 電極 を 付け て 超 音波 走査 を 行う 


8 月 3 日 「 き ぽう] 日 本 実験 棟 の 低温 冷却 水系 で 、 故 o 
障 し て いた ポン プ の 交換 作業 。 こ の ポン プ は 「 こ う の と ペー 


り ] 3 号機 で 運ば れ た も の 
1 - 


国際 宇宙 ステ ーション 滞在 期間 中 、 
実験 の 様子 や 宇宙 で の 暮らし な ど を 
星 出 宇宙 飛行 士 が つぶ や きま す 。 
皆さん ぜひ フォ ロー くだ さい 。 
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相模 原 キャ ン パ ス 特 別 公開 と 
市 立 博物 館 で の 企画 展 


ここ の と こ 有 毎年 、 「 海の日 」 の 翌週 の 金 ・ 土 に 行っ て 
いる 相模 原 キ ャ ン パ ス 特 別 公開 で す が 、 今 年 も 7 月 27 日 
( 金 ) と 28 日 ( 土 ) に 行わ れ ま し た 。 狭い キャ ン パ ス で は 
大 勢 の 来場 者 を お 迎え する の に 限界 が ある こと か ら 、 最 
近 で は 隣接 する 相模 原市 立 博物 館 や 東京 国立 近代 美 
術 館 フ ィ ル ムセン ター 相模 原 分 館 、 そ し て 相模 原市 立 共 
和 小 学校 の 協力 を 得 て 、 会 場 の 分 散 化 を 図っ て いま す 。 
パン フレ ッ ト の 配布 部 数 に よる と 、 来場 者 は 金曜 が 
6,146 名 、 土 曜 は 7,699 名 で 合計 1 万 3.845 名 で す 。 
パン フレ ッ ト だ と 1 家族 で 1 枚 と か 2 日 目 に は 受け 取ら な か 
っ た り と 漏れ が ある の で 、 特 に 土曜 は この 数 字 よ り も か な 
り 多い 来場 者 を お 迎え する こと が で きた の で は な いか と 
推定 し て いま す 。 

例年 特別 公開 の 際 に は 、 常 設 展示 の 重要 な 位置 を 占 
め る 宇宙 科学 の 歴史 に 関す る コー ナー が 貧弱 に な る こと 
か ら 、 今 年 は 相模 原市 立 博物 館 で 特別 公開 に 合わ せ て 、 
企画 展 「 宇 宙 科 学 の 先駆 者 た ち ー 和 糸川 英夫 と 小田 稔 
ーー」 を 開催 し まし た 。 今年 7 月 20 日 に 生誕 百年 を 迎え た 
「 日 本 の 宇宙 開発 の 父 ] こ と 糸川 英夫 先生 と 、X 線 天 
文学 を 発展 させ た 小田 稔 先 生 に 焦点 を 当て た も の で 、 目 
玉 展 示 は も ちろ ん ペン シル ロケ ッ ト で す 。 


さま ざま な 種類 が 存在 する 
ペン シル ロケ ッ ト 

と ころ が 、 JAXA 宇 宙 科 学研 究 所 で は ペン シル ロケ ッ 
ト の 実機 を 1 機 も 所 有 し て いま せん 。 常設 展 と し て は 長 ら 
く 、 国立 科学 博物 館 に 展示 され て いる 1 機 と 、 日 産 荻窪 
工場 跡地 の 青梅 街道 沿い に 残さ れ た 「 ロ ケッ ト 発 祥 之 
地 ] 碑 に 埋め 込ま れ た も の (た だ し ガラ ス が 虹 っ て いて 内 
部 は よく 見 えな い ) が ある の み で し た 。 この よう に 、 た くさ 
ん 作ら れ 、 試験 も 多く が 陸上 で 行わ れ て 機体 が 回 収 され 
た に も か か わら ず 、 ペン シル ロケ ッ ト の 実機 を 見 る 機会 は 
多く あり ませ ん 。 スミ ソニ アン 航空 宇宙 博物 館 に 保管 さ 
れ て いる 物 も レプ リカ で す 。 

さら に ペン シル ロケ ッ ト は 1 種類 で は あり ませ ん 。 全長 
23cm の スタ ンダ ー ド ペン シル だ け で な く 、 全長 を 30cm に 
伸ばし た ペン シル 300 や 、 下 段 に ブー スタ ー を 付け た 2 
段 式 ペン シル 、 実 射 は され な か っ た も の の ブー スタ ー を 3 
つ 束 ね た クラ スタ ー ペ ン シ ル な ど が 存在 し ます 。 また 、 同 
じ ス タン ダー ド ペ ン シ ル で も 、 推 薬 の 量 ( 長 さ が 120m あ 
る の が Full、 半量 の 60mm の も の が Half で 、 そ れ に 応じ 
て ノズル 形状 が 異な る ) 、 先 端 部 分 が 着脱 で きる か どう か 
(2 ピー ス は 2、3 ピ ー ス は 3 ) 、 尾 細 の 取付 角 (0 は 0"、2 
は 2.5*、5 は 5?) 、 先 端 部 分 の 材質 ( 鉄 は S、 ジ ュ ラ ルミ 
ン は D、 真 鍛 は B ) に 応じ て 、 Full-30S や Half-22D な 
ど と 呼ば れ て いま す 。 先端 の 材質 を 変え る こと で 重心 の 
位置 を 変え 、 尾 思 の 取付 角 を 変え る こと で 空力 性 能 を 確 
認 し よう と し た よう で す 。 無 尾 思 の 物 も 実験 に 用 いら れ た 
と 記録 に あり ます 。 


類 は 友 を 呼ぶ 
ペン シル ロケ ッ ト 探 し 

転機 が 訪れ た の は 2010 年 10 月 25 日 の こと で す 。 国 
立科 学 博物 館 の 「 空 と 宇宙 展 」 の 内 覧 会 で 偶然 に お 目 
に か か っ た 来場 者 (品川 の 鉄 ス クラ ッ プ 問屋 の ご 子息 ) 
が ペン シル ロケ ッ ト の 実機 を お 持ち で 、 ご 厚意 で 2011 


国分 寺 で 実 射 さ れ た 記録 が 残る ペン シル 
と も に 個人 蔵 


年 1 月 か ら 相模 原 キャ ン パ ス の 展示 室 に 実機 を 常設 
示し て きま し た 。 この 機体 は Half-30S で 、 尾 罠 に は 横 
向き に し た と き に 読め る 向き に 、 上 下 の 尾 細 に 黒 で 
「26 」、 こ れ に 加え て 上 側 の 尾 細 に は 「 上 」] と 書か れ て お 
り 、 先端 を 上 に し た と き に 読め る 向き に 赤 で 「6」 と 書か れ 
て いま す 。「 生 産 研究 」 (東京 大 学生 産 技術 研究 所 発 
行 ) の 記録 と の 照合 の 結果 、 こ の 機体 は 国分 寺 で 1955 
年 4 月 19 日 の 11 時 22 分 に 実 射 され た Half-30S-26 そ 
の も の だ と 考え られ て いま す 。 

展示 を 始め る と 、 他 に も 所 有 者 が いる と いう 噂 が 伝 わ 
っ て くる よう に な り ま し た 。 また 、 比較 する こと で 鑑定 が 容 
易 に な り ま す 。 一 方 、 個人 所 有 だ と 、 ど の 種 の 機体 な の 
か が よく 分 か り ま せん し 、 人 目 に 触れ る 機会 も る 限ら れ ま す 。 
そこ で 、 こ れ を 機 に 現存 する ペン シル ロケ ッ ト を 少し で も 
多く 1 カ所 に 集め 、 カ タロ グ 化 する と と も に 、 多 く の 人 に 見 
て いた だ こう と 考え まし た 。 糸川 先生 の 生誕 百年 の 機会 
を 逃す と 次 の 機会 は も うし ば らく な いで し ょ う 。 そこ で 、 所 
有 者 を 訪ね て 意図 を 説明 し 、 借 用 書 と 引き 換え に 実物 を 
お 借り し 、 別 の 所 有 者 の 心当たり に つい て お 伺い する と 
いう 作業 の 繰り 返し が 始ま り ま し た 。 

面白 い 再 会 も あり まし た 。 ある 方 か ら お 借り し た 機体 に 
は 尾翼 の 上 下 に 黒 で 「23」、 上 側 に 「 上 」、 尾 細 の 裏 に 
赤 で 縦 に 「5」 と 書か れ て いま し た 。 「 生 産 研究 ] の 記録 
と も 符合 する こと か ら 、4 月 18 日 の 14 時 36 分 に 実 射 され 
た Half-30S-23 そ の も の だ と 考え られ て いま す 。 現在 
の 所 有 者 が 件 の 鉄 ス クラ ッ プ 問屋 の 方 と 懇意 に し て いた 
こと か ら 譲 り 受 けた の だ そう で 、 お そら く は 近い と ころ に 置 
か れ て いた 23 号 機 と 26 号 機 が 五 十 余年 の 時 を 経て 再 
会 し た よう で す 。 

また 、 国 立科 学 博物 館 の 機体 に は 尾 思 に は 黒 で 「6」、 
赤 で 「PK」 の 文字 が 共に 先端 を 上 に し た と き に 読め る 向 
き に 書か れ て いま す 。 上 記 2 機 と の 比較 か ら 、 国 分 寺 で 4 
月 12 日 の 15 時 5 分 に 実 射 され た 最初 の 機体 で ある 
Full-30S-6 な の か な と も 思い ます 。 赤 で 書か れ た 数 字 
や 記号 の 意味 は 未だ に 分 か り ま せん 。 

この よう に し て 最終 的 に は スタ ンダ ー ド ペン シル を 10 機 
(国分 寺 で 実 射 され た 記録 が 残る も の 2 機 を 含む ) 、 ペ ン 
シル 300 を 1 機 、2 段 式 ペ ン シ ル を 2 機 、 ク ラス ター ペン 
シル を 1 機 、 相模原 市 立 博物 館 の 特別 展示 室 に 展示 す 
る こと が で きま し た が 、 存在 が 確認 され な が ら お 借り で き 
ず に 終わ っ た も の も 1 機 あ り ま す 。 機体 は 集まり 、 証言 や 
記録 も 断片 的 に 集まり 始め て いま す が 、 本 格 的 な 氏 定 は 
これ か ら で す 。 
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機 は 、 日 本 時 間 7 月 27 日 午後 9 時 いた し ます 。 
23 分 に 国際 宇宙 ステ ーション 「 こ う の と り 13 号 機 の 最新 情 寺 
(ISS) の ロボ ッ ト ア ー ム に より 把 は 、 下 記 ウ ェ ブ サイ ト で 随時 お 届 
持 ( は じ ) き れ 、28 日 午前 2 時 31 けし て いき ます 。 

分 に ISS と の 結合 を 完了 。 星 出 宇 Pttp://iss.jaxa.jp/htv/ 

宙 飛 行 士 ら クル ー に よっ て 、[ 水 
棲 生 物 実験 装置 ] や [小型 衛星 放 
出 機構 ] と 3 つの 小型 衛星 な ど が 
ISS へ 運び 込ま れ ま し た 。 引き 続 
き 廃棄 する た め の 不 用 品 を 積み 込 
む 作 業 が 行わ れ て お り 、9 月 7 日 
に ISS を 離脱 、8 日 に 大 気 圏 へ の 
再 突 人 を 予定 し て いま す 。 再 容 人 議 隊 SCSZ NN 
時 に は 、 官 民 協 力 の も と 開発 され [に ぅ の と り 」3 号 機 に 入室 する クル ー を モニ タ す 
た 再 突 人 デー タ 収 集 装置 「:-Ball | る 、 筑 波 宇宙 セン ター の HTV 運 用 管制 チー ム 
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7 月 13 日 7 月 14 日 7 月 15 日 

「 し ずく ] が 観測 し た 7 月 10 日 か ら 15 日 の グリ 7 月 に 九州 地方 を 襲っ た 記録 的 豪雨 。 画 像 は 
ー ン ラン ド 氷 床 表面 状態 の 変化 。 12 日 に は 12 日 午前 2 時 ご ろ に 日 本 上 空 を 通過 し た 「 し 
融解 領域 ( 水 床 表面 が 湿っ て いる 状態 ) が ほ ずく ] が 観測 し た 雨 の 様子 。 青色 か ら 緑 色 は 
ぼ 全 域 と な っ た 様子 を 捉え た 。 通常 は 夏季 で 玉 い 雨 、 黄 色 か ら 赤 色 が 強い 雨 を 示し て いる 。 
も 表面 が 凍結 状態 に ある グリ ー ン ラン ド 氷 床 熊本 か ら 大 分 に か け て の 九州 地方 を 中 心 に 、 
の 内 陸 部 まで 融解 領域 が 広がっ た 可能 性 が 広い 範囲 で 強い 雨 が 降っ て いた こと が 分 か る 
高い と 考え られ 、14 日 以降 は 再び 非 融 解 領 


域 が 拡大 し て いっ た こと が 分 か る 1 日 
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[し ずく ] を テー マ に トー クセ ッ シ ョ ン 。 右 か ら 沖 教 
授 、 中 川 GCOM プ ロジ ェクト マネ ー ジ ャ 、 フ リー 
アナ ウン サー で 気象 予報 士 の 山田 玲奈 氏 、 
JAXA 広 報 部 佐々 木 菓 企画 普及 グル ー プ 長 


星 出 宇宙 飛行 士 の ミッ ショ ン を 
解説 する 野口 宇宙 飛行 士 


氏 JAXA シ ン ボ ジウ ム の お 申し 込み は こち ら か ら 
福岡 https://www.science-event.jp/ 


回 吊 国 


jaxasympo2012/fukuoka/ 
札幌 https://www.science-eventjp/ 


jaxasympo2012/sapporo/ 
モバ イル http://mobile.jaxa.jp 
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飛翔 飛行 実証 実験 


本 格 スタ ー ト 
飛行 技術 の 実用 化 に は 、 実 

に 飛行 する こと に よっ て 実証 ・ 
実験 を 行う こと が 重要 で す 。 日 本 
の 航空 技術 を さら に 高め て いく た 
め に 2012 年 2 月 に 導入 し た TAXA 
の 実験 用 航空 機 |「 飛 丈 ] が 、7 月 22 
日 か ら 本 格 的 な 飛行 実証 実験 を 開 
始 し まし た 。 今回 の 試験 で は 、 今 
後 の 飛行 試験 で 使用 する 計測 機材 
を 搭載 し て 機能 や 信頼 性 の 確認 を 
行い 、 ま た JAXA 名 古屋 空港 飛 


や < る 
激励 に 訪れ た 大 村 秀 
と JAXA 中 橋 和 博 理 事 ( 左 ) 


INFO ロ RIMIATIOIN 五 


章 愛知 県 知事 ( 右 ) 県 営 名 古屋 空港 か ら 飛び 立つ 「 飛 翔 ] 


行 研究 拠点 内 の 飛行 実験 統制 室 
で 、 こ れ ら 計測 機材 の デー タ が 正 
常に 受信 で きる か を 確認 し まし 
た 。 今 回 の 実験 後 は 、D-SEND プ 
ロジ ェクト で 使用 する GPS/TNS 複 
合 航法 装置 の 検証 や 、DREAMS 
プロ ジェ クト (12 一 13 ペ ー ジ 参照 ) 
の 一 環 と し て GPS な どの 衛星 航 
法 へ の 電離 圏 異常 の 影響 を 調査 す 
る な ど 、| 飛翔 ] を 多岐 に わた っ 
て 活用 し て いく 予定 で す 。 


名 古屋 市 科学 館 と 


と 名 古屋 市 科学 館 は 、 宇宙 


それ ぞ れ が 有する 普及 啓発 手段 や 
研究 成果 な ど を 基盤 と し て 、 包括 
的 な 連携 協力 を 効果 的 に 実施 する 
た め 、 相互 協力 協定 を 締結 し まし 
た 。 名 古屋 市 を 中 心 と する 愛知 県 
は 航空 宇宙 産業 が 非常 に 盛ん な 地 
域 で あり 、 宇 宙 航 空 分 野 の 研究 開 
発 活動 は 今後 さらなる 発展 が 期待 
され て いま す 。 JAXA と 市 科学 
館 は 本 協定 に 基づき 、 相互 の 施設 
や 資料 ・ 人 材 を 活か し て 、 宇 宙 飛 


行 士 や 研究 者 に よ る 講演 会 の 実施 、 


市 科学 館 の 展示 へ の 資料 ・ 映 像 提 
供 を 通じ 、 子 ども た ちの 宇宙 航空 


分 野 に な ける 科学 教育 に 関し 、 


相互 協力 に 関す る 協定 書 を 締結 


へ の 夢 を 育む 事業 を 実施 する な ど 、 
魅力 ある 取り 組み を 積極 的 に 進め 
て いき ます 。 


名 古 
JAXA 加 藤 善 一 理事 ( 左 ) 


市 科学 館 の 石丸 典生 館長 ( 右 ) と 


ピ LODSE- ロ ご 


ニコ ニコ 生放送 


| JAXA 宇 宙 航 空 最前 線 」 を 見 よう ! 


12 年 04 月 21 日 11:00 放送 


| JAXA 宇 宙 航 空 最前 線 第 10 回 星 出 さん 、 宇 宙 で の .. 


| 来場 者 数 : 34.918 コメ : 11,509 


| 11 年 06 月 05 日 21:00 放送 
JAXA 宇宙 
来場 者 数 : 21.431 コメ : 15,498 


| 11 年 09 月 16 日 20:30 放送 


「JAXA (宇宙 航空 研究 開発 機構 ) 」 が 、 研 究 ・ 開 発 担当 者 の 生 の 声 を 通し て 宇宙 航空 .…… 


空 最前 線 打ち 上 げ 直 前 ! 星 出 飛行 士 ..… 


ソユーズ 打ち 上 げ 直 前 ! 星 出 飛行 士 が 語る 「 が ん ば ぱ れ 古 川 さ ん 」 「JAXA (宇宙 航空 研 .… 


| JAXA 宇 宙 航 空 最前 線 第 3 回 ロケ ッ ト の 世界 に 革命 .… 


来場 者 数 : 20,568 コメ : 21,932 


1 年 10 月 12 日 20:30 放送 


場 者 数 : 18.060 コメ : 17,198 


| 「JAXA (宇宙 航空 研究 開発 機 橋 ) 」 が 、 研 究 ・ 開 発 担当 者 の 生 の 声 を 通し て 宇宙 航空 .… 


AXA 宇 宙 航 空 最前 線 第 4 回 暮らし を 支え る 宇宙 の ... 


「JAXA (宇宙 航空 研究 開発 機構) 」 が 、 研 究 ・ 開 発 担当 者 の 生 の 声 を 通し て 宇宙 航空 .… 


う 』 の 実験 っ て 、 ど ん 
な こと を し て る の ? 
再生 445 コメ 19 マイ 7 


2011 年 10 月 12 月 
再生 443 コメ 0 マイ 4 


第 2 回 (前 編 ) 「 き ほ 
う 」 の 実験 っ て 、 ど ん 
な こと を し て る の ? 
再生 445 コメ 19 マイ 7 


2 回 (後編 ) 「 き ほぼ 
」 の 実験 つて 、 ど ん 
は こと を し て る の ? 
生 210 コメ 7 マイ 4 


4:11 


宇宙 (そら ) を 人 の た 
め に …〕JAXA 事 業 紹介 ー 
再生 264 コメ 0 マイ 9 


再生 443 コメ 0 マイ 4 


37:49 
第 2 回 (後編 ) 「 き ほぼ 
う 」 の 実験 っ て 、 ど ん 
な こと を し て る の ? 
再生 210 コメ 7 マイ 4 


k は す ! 
集 (そら ) を 人 の た 
め に A 事 業 紹介 ン 
再生 264 コメ 0Ng イ 9 


関係 者 の 解説 を 交え 、「 き ば ぼう] 日 本 実験 棟 で 
行わ れ て いる 宇宙 実験 の 紹介 


毎月 1 回 、 ネ ッ ト 配 信 の ニコ ニコ 生放送 の 公式 放送 番 
組 と し て 、JAXA が 「JAXA 宇 宙 航 空 最前 線 ] を お 送 
り し て いる の を ご 存 知 で し ょ うか ? 2011 年 6 月 か ら ス タ 
ー ト し 、 最 新 ト ピッ クス や 進行 中 の プロ ジェ クト 紹介 、 宇 
宙 飛 行 士 の 生出 演 、 時 に は JAXA へ の 就職 情報 も お 
届け する と いっ た 幅広 い 内 容 で す 。 出演 する の は 直接 業 
務 を 担当 する JAXA 職 員 。 自 分 た ちの 仕事 を 知っ て も 
ら お うと 最新 情報 や 裏話 が 飛び 交 う の で 、 予 定 の 1 時 間 
で 終わ っ た た めし が あり ませ ん 。 進行 役 で ある 石田 紗英 
子 さ ん が 思わ ず 繰 り 出す 超 本 質 的 な 疑問 や 視聴 者 か ら 
の 質問 に 答え た り 、 視聴 者 同士 が 画面 上 に リア ル タ イ ム 
で 書き 込め る コメ ント で 交流 し た り 、 終始 リラ ックス し た 
雰囲気 で 放送 し て いま す 。 

普段 は JAXA 東 京 事務 所 の 特設 スタ ジオ か ら お 伝え 
し て いま す が 、 筑 波 宇宙 セン ター の クリ ー ン ルー ム か ら 打 
ち 上 げ 前 の 人 工 衛星 を バッ ク に 生放送 と いう ユニ ー ク な 
企画 も 行い 、 好 評 を いた だ きま し た 。 

番組 で は 、 取 り 上 げ て 欲し い テ ー マ を 随時 募集 し て い 
ます の で どしどし お 寄せ 下さ い 。 ま た 、 今 後 の 放 送 予 定 
は JAXA ウ ェ ブ サイ ト (http://www.jaxa.jp/) 、 
JAXAtwitter(http://twitter.com/JAXA_jp/) 、 
Facebook(http://www.facebook.com/jaxa. 
jp ) 、 ニ コ ニ コ 生放送 
番組 案内 で ご 紹介 し 
て いき ます の で 、 ど う 
ぞ お 見 逃し な く ! 


http://www.jaxasJp/ 
介 お 問い 合わ せ 先 


「JAXA's」 配送 サー ビス 窓口 
TEL:03-6206-4902 


リサ イク ル 適 性 (⑳) | | 


TE を 


財団 法人 日 本 宇宙 フォ ー ラ ム 広報 ・ 調 査 事業 部 


ンー「JAXA's」 配送 サー ビス を ご 利用 くだ さい 。 - ゝ 、 
ご 自宅 や 戦場 な ど 、 ご 指定 の 場所 へ JAXA's を i 
配送 し ます 。 本 サー ビス ご 利用 に は 、 配 送 に 要 す 
る 実費 を ご 負担 いた だ く こ と に な り ま す 。 詳 しく は 下 
記 ウ ェ ブ サイ 代 を ご 覧 くだ さい 。 


VEGE7ABLE 
LMK 


空 へ 克 み 、 字 十 を 閣 く 


宇宙 航空 研究 開発 機構 


Japan Aerospace Exploration Agency 


広報 部 


〒100-8260 東京 都 二 代田 区 丸の内 1-6-5 
丸の内 北 ロ ビル ディ ング SG3 階 
TEL:03-6266-6400 FAX:03-6266-6910 


JAXA ウ ェ ブ サイ ト http://www.jaxa.jp/ 


メー ル サ ー ビ ス http://Www.jaxa.jp/pr/mail/ 
JAXA's 配 送 サ ービス http://www.jaxas.jp/ 


